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I .目 的   近 年 ,F]本 の 水 田では労働 11た性 の向 11や低 コ ス ト化 を IJ的 と した乾

に1直播 栽特が注 目され , ‐部地域で盛んに行われている手乾 I11直播栽培 はシロカキ

を行わない ことや育苗の 子間が省けるな ど,衛力化の点にお いて優れている.`方 ,

栽培法 の変化によつて 1:壌物理性 の変化が 予想 され る年そ こで本研究では乾田直播

水 IJ(以 降乾田 と:i己述 )と 棋水移植水 FH(以 降移植水‖]と占こ述 )を 対象 とし,栽 培

方法が 上壌物理性 に アチえる影響 を調べ ることを 目的 とした「

E.方 法   乾 卜J山:播お よび湛水移植 歳培 が 止壌物弾性 に及ぼす 影響 を調べ るた

め、乾 |に]と移植 水田1各 1年 にお いて初期濯 水前、中 11し期、収穫後 の 3+占lにわた り

11装サ ンフづ ングと動的 景人試験 を行った,サ ンフう ングは取水側 と排 水側で深 さ

10cm毎 に 60cmま での 6層 で行った.試 験攻 :]は粒度試験 , i相]分布, pF試 験 ,

透水試験 である.

また ,歳 培糖歴 と 十二壌物理性の関係 を調べ るため,19枠 の水 IJを対象に過 去 5年

間 の栽特履雁 を調査 し,収 穫後 に 上壌 サンフ リングと動的舞人試験 を行った_試 験

項 11は粒 度試験 と比 重試験 である.                    一 /

Hl.結 果 と考察   初 期潅水前,中 Flし期 〕収穫後♂)3時 期にお tする 11壌物 Fこ‖:を

比較 した結果,乾 Fチ1,移 植 水 llHとt)に変化は兄 られなかった,ま た乾 田 と移植 水I11

を比較 した ところ,支 持 力強度は乾 illでは深 さ方向に大きな違 いは無かったが ,移

植水 111では 11層では小 さく,20cm以 ドで 大きな値を示 したl pF試 験 の結果よ り,

乾 肘1の i]壌には大問隙が多いことが明 らかになった, さ らに中 rし 期の乾 Fllの気相

キが比較的 大きかった ことんヽ ら乾 |11は移植水 距1に比べ排水性が良いことが推測 され

る,し か し,透 水試験 を行った ところ乾甘1と移植 水 1田に違いは兄 られなかった,こ

れ よ り, ム般 に |千われ ている乾 l ii化による減水深の増 大は, た園式サ ンフ ラーでは

把握できなt 大ヽ きな亀裂が原閃 と考え られ る。 し たが つて乾 111と移植水 IIIの透 水性

を比較す るには,現 場透水試験や水収支計算によつて検 Fi｀lする必要があるこ粒度純

成 は乾 臣1,移 植 水 111の間 に大きな違 いは無 く, と もに L層 (0～30 c rl)よ り下層

(30～60c m)の 方が細かかつたc

次 に過 去の栽培履雇 と1:壌物理性の関係 について検討 した.真 比 重は乾 田,移 植

水 F]に大きな達いはなかつた.支 持 力強度は,前 年に移植栽持 した乾 F口では 下層が

大きく,乾 |チl直播栽培 を続 けている乾田では全層 にわたって小 さくなつていた. ―

方,乾 Fil十=播 栽培 の後に湛水移植栽培 をす ると ド層の支持 力強度が大きくなつてい

たぅ よって湛水移植栽培 をす ることによ り耕盤 が形成 され るが,乾 田直播栽特 によ

つてそれが弱 くなることが分かるG粒 度試験の結果,過 去に湛水移植栽培 を多く行

つたtla場ほ ど*t度は細かい ことが分か つた。 この ことか ら,湛 水移植栽培特有のシ

ロカキ作業によ り, 上壌 の細粒 Fヒが進 む ことが推測 され る。

以 上の結 果、乾田1ヒに よ り上壌物理性 が変 化す ることがわか つたぅ
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